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研究成果の概要（和文）： 全国出土の文字瓦を集成した結果、文字瓦が生産された目的は、①生産、②供給、③負担
、④銘文、⑤落書・習書であることが明らかになった。とくに、文字瓦は関東から東北地方で多く生産され、その目的
は官衙や寺院造営における、生産と負担に関連して生産された。この地域的な偏りは、地域特有の情報伝搬のあり方を
示しており、古代国家の地域の実情を示している。文字瓦は手工業から地域の実情をしる格好の資料である。
　また、研究のまとめるにあたり、その参考とするためにシンポジウム「日本古代における生産と記銘」開催し、考古
学と文献史学から、生産に対する記銘の意味を検討した。

研究成果の概要（英文）： As a result of having collected the ancient tile which character was written exca
vated from Japan, as for the cause that the tile were produced, it was revealed that it was 1:production s
ystem, 2:supply systems, 3:burden for production cost, 4:inscription, and5:scribble. Particularly, the man
y tiles were produced in the Tohoku district from the Kanto district. Most were produced in conjunction wi
th production and burden for production cost in the building of a government office and the temple. Such r
egional deflection shows the way of the spread of special information in the local and shows local fact in
 the ancient nation. The tile is a suitable data knowing the local fact from the handicraft manufacturing.
 In addition, I held a symposium (Significance of Inscribed Materials in the Production Systems of Ancient
 Japanese) to compile a study. At the symposium, archeology and a historian examined about production syst
em and inscription.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 文字瓦の資料的位置づけ  
文字瓦は記銘資料のなかでも、記銘が瓦の
生産工程に関わる場合が多い。生産工程は瓦
を観察することから復元できるため、文字瓦
は文字資料と考古資料を結びつけるには格
好の資料となる。研究開始当初の研究では、
文字瓦の出土率・記銘率を重視して、工人の
把握や瓦の供給の問題に取り組む研究が大
きな影響を与えていた（上原真人 1984「天
平 12・13年の瓦工房」『研究論集』Ⅶ 奈良
国立文化財研究所など）。 
 
(2) 記銘内容の分類 
記銘の内容は、以下のように分類されてい
た（上原真人 2002「奈良時代の文字瓦」『行
基の考古学』 塙書房）。①作瓦を記念して、
年号や由来、作者などを記した銘文的文字瓦。
②工人の賃金支給や労務管理など、工房の経
営にかかわる文字瓦。③製作した工房名やそ
れを管轄する役所名、あるいは供給先や使用
場所など需給関係にかかわる文字瓦。④造瓦
を負担した土地や人の名を記した文字瓦。⑤
瓦を寄進するための仏教的作善行為＝知識
にかかわる文字瓦。⑥落書・習書にかかわる
文字瓦。このうち、⑤は④の負担形態の変更
にすぎないため、改めて、文字瓦を生産工程
にそって捉え、その意味を捉える必要に迫ら
れていた。 
 
２．研究の目的 
(1) データベースの構築 
日本全国にどのような古代の文字瓦が存
在するのかを把握するために、文字瓦の画像
データベースを構築し、歴史資料としての文
字瓦の特性を明らかにする。 
 
(2) 文字瓦からの地域社会の解明 
データベースをもとに、瓦に記銘された文
字と生産工程の双方の視点から、寺や官衙の
造営における生産と負担のシステム、瓦の発
注主体者と寺・建立主体者の関係を解明し、
窯業生産をとおして地域社会の実態に迫る。 
 
３．研究の方法 
(1) データベースによる文字瓦の把握 
平成 16年～20年度文部科学省学術フロン
ティア推進事業「日本古代文化における文
学・図像・伝承と宗教の総合的研究」で明治
大学古代学研究所が収集した文字瓦の調査
票 6500 点と参考文献のデータベース化と全
国に構築した研究協力者の協力のもと、補足
調査をおこない、全国の文字瓦の概要を把握
する（参考文献のデータベース化は申請当初
の計画には含まれていなかった）。 
 
(2) 文字瓦の歴史資料としての活用 
そのデータベースから得られた情報から、
文字瓦の生産工程、文字記銘による地域社会
の解明に利用できる資料を選択し、検討を加

え、文字瓦を歴史資料として活用する。 
 
(3) 生産と記銘の検討 
文字瓦のように記銘が生産に関わる資料
を考古学・文献史学の立場から考察・討論を
加え、学際的な見地から、記銘資料の歴史的
な位置づけをおこなう。 
 
４．研究成果 
(1)データベースの構築 
 デーやベースは、データベースソフト「フ
ァイルメーカー」を利用して、画像つきデー
タベースと簡易検索のための「エクセル」仕
様の表を作成し、明治大学古代学研究所ホー
ムページに掲載した。これにより、文字の解
文のみならず、文字の記名方法・記名位置も
判明し、考古資料としての文字瓦の情報も網
羅できるよう配慮した。 

 

   
データベース画面 

（画像と文字の記載位置） 



 本研究では、25 か国文字瓦 1568 点と関連
する参考文献389点のデータベース登録をお
こなった。当初の見込みより大幅に登録数が
減じた原因として、基本デーとなる調査票の
校正に手間取ったことなどがあげられるが、
当初計画していなかった、参考文献のデータ
ベース化などをおこなったことも挙げられ
る。ただし、本研究が、研究拠点（明治大学
研究所）を同じくし、文字瓦を研究課題の 1
つにあげる 平成 21～25 年度「私立大学戦略
的研究基盤形成支援事業」「日本列島の文明
化を究明する古代学の総合化研究」の研究を
リードし、協力しながら、6500 点の調査票と
関連する参考文献のデータベース化は完了
した。 
 
(2)文字瓦の出土傾向 
 本研究では、全国の出土文字瓦を全点網羅
した訳ではないが、その出土傾向は、関東地
方と東北地方、とくにそのなかの東山道諸国
において、一部の国府・国分寺に集中する傾
向が認められる。また、畿内では、行基関連
の大阪府堺市大野寺土塔、京都府大山崎町山
崎院跡で出土が集中する傾向にあり、文字瓦
の生産が地域的、縁故的に伝播する傾向が認
められた。 
 記銘内容は、①国郡郷名など行政単位、②
施設・官職（生産と納入関係それぞれ関わっ
て記銘）、③人名、④数字、⑥記号、⑦絵画 
⑧意味不明、⑨その他、に分けられる。 
 
(3)文字瓦の再分類 
 文字瓦の大多数は、焼成以前に記銘される
ことから、生産との関わりで捉える必要あり、
文字瓦の分類はこの点を考慮した。 
文字瓦は、①生産。②供給。③負担。④銘
文。⑤落書・習書、などの関連により生産さ
れ、焼成前の記銘は、基本的に、作業量の把
握、作業への参加を示す意味で記銘され、記
銘による勘検を前提としていた。 
記銘方法は、①箆書き。焼成前。②指書き。
焼成前。③押印 焼成前。④型押 焼成前。
⑤筆書き 焼成後（焼成前の有無は不明）。
⑥針書き 焼成後。とした。 銘方法で多数
を占めるのは、箆書き、押印、型押、である
が、一造営の過程では、記銘は、箆書きから、
押印・型押に変化することが傾向として認め
られる。 
 
(4)文字瓦生産の伝播とその原因 
 関東地方、東北地方に顕著に認められる地
域的な文字瓦は、おもに国府・国分寺で多く
認められる。その原因は、地域における負担
の表記であった。負担の原因には諸説あるが、
本研究では、税（とくに雑徭）の代納という
システムで負担したと考えている。 
ただし、そのシステムは、古代国家の税制
が確立する以前において、千葉県栄町龍角寺
の文字瓦のように、古墳時代以来の地域の負
担体系のなかで確立されたものであり、雑徭

をはじめ、地域社会での多様な収奪関係を前
提に、古代国家の税のあり方を捉えるべき認
識をもつに至った。 
 また、縁故的な伝播では、行基関連の文字
瓦のように、知識を目的として生産され、地
域的な伝播が制度を前提としていることに
対して対照的な伝播傾向を示す。 
 税を天皇に対する仕奉・貢納として捉えて
みると、知識の概念に近接する部分も生じ、
今後の課題となる。 
 また、 
 
(5)工人名記銘の特質 
 工人名記銘については、恭仁宮造営の西山
瓦屋生産の文字瓦が著名だが、8 世紀の宮都
に供給する官営公募の場合、皇后宮職系統の
瓦屋以外は、生産に関わる記銘はおこなわれ
ない。西山瓦屋の瓦屋生産の瓦は、非常に丁
寧な作りであり、恭仁宮造営のために組織さ
れた新たな工人組織のもとに産された可能
性が高い。そのため、労務管理が徹底し、例
外的に工人名が記銘され、労務管理のあり方
は一般化できないと考える。都の瓦生産は、
基本的に無記銘の瓦が多数を占めるので、工
人の作業量は、別の方式で管理されていた。 
 労務管理のため、まとまって工人名を記銘
することは、文字瓦のなかでも、珍しく、特
異な労務管理であったことがわかる。 
  
(6)記銘内容と文献史料との対比 
 文字瓦の記銘内容のあり方が、文献史料や
同じ記銘資料でも税の荷札木簡と異なる場
合があり、記銘資料から記銘内容を検討する
場合、文字資料のみならず、記銘対象資料に
も配慮が必要になる。 
 神奈川県小田原市千代廃寺から出土した
「大伴五十戸」銘軒丸瓦の年代は、「五十戸」
の記銘からすれば、680 年代となるが、軒丸
瓦の文様・製作技法、生産窯での土器との共
伴関係から、8世紀初頭の年代が想定できる。
他の「五十戸」記銘の文字瓦（大阪府柏原市
高井田廃寺出土、栃木県那珂川町那須官衙遺
跡出土）の年代も、7 世紀代には限定的でき
ず、尾張産の 8世紀初頭の複数の須恵器にも
「五十戸」記銘が確認できた。 
 文献史料や税の荷札となる木簡と異なり、
地域社会での「五十戸」呼称は、「里」表記
の制度的な変化より遅れていたことがわか
る。文献で構築された年代と実態の資料の年
代の乖離を導くことで、その乖離の背景にあ
る地域支配の実態を示すことができる。大宝
令の施行以降、数年をかけて「里」表記が地
方に浸透したことは、7 世紀末から 8 世紀初
頭における法令の地域への進達と捉える一
事例となる。 
今後、記銘資料において、記銘内容（文字）
導いた年代と資料自体の年代から導く年代
に齟齬が生じた場合、記銘内容の年代に資料
の年代を符合させるだけではなく、その違い
を従分認識して、年代の齟齬を検討するべき



という課題が得られた。 
 
(7)地域支配と多賀城造営についての考察 
多賀城創建期の文字瓦を分析することで、
多賀城の造営が関東地方と陸奥国に負担を
求めていたことを明らかした。 
その負担の実態は、関東地方では東海道と
東山道諸国、陸奥国では石城国領域、石背国
領域、黒川以北十郡に分割して、分担させて
いた。按察使の管轄とは異なり、海道・山道
を基本として、陸奥国内外の差、多賀城北方
という地理的な分割によって、地域が分割さ
れていたことがわかる。 
ただし、その地域も、多賀城創建期の時期
によって生産費用を負担した国や地域に違
いあり、そのことが、地域を考える鍵になる。  
創建期当初に生産された、「今」銘文字瓦
は、宮城県多賀城市山王遺跡出土の針書き土
師器蓋の記銘から、「今」が陸奥国行方郡の
山部氏を示すことが判明した。「今」銘文字
瓦が生産された時期は、下総国を示す「下」、
常陸国を示す「常」銘文字瓦が生産され、そ
のため、「今」銘文字瓦が生産された時期で
あり、国に瓦の生産費用を負担させていたこ
とから、「今」の記銘は石城国併合後の負担
のあり方を示している。 
多賀城創建の経緯を鑑み、「今」銘文字瓦
から石城国併合は、722 年（養老 6）閏 4 月
～7 秋季であり、多賀城碑に記銘される「神
亀元年」は多賀城政庁の実質的な着工の年と
なることを想定した。 
記銘内容の検討により、瓦という建築資材
の生産を通して、造営の経緯も推定できるの
が、文字瓦の資料的な特質でもある。 
 
(7)シンポジウムの開催 
 本研究において、生産と記銘の関わりは大
きく、今後への問題提起を含め、現状の認識
を考古学と文献史学双方の立場から、検討す
るシンポジウムを開催した（開始浴び 2013
年 6月 8・9日）。 
 シンポジウムの発表者とタイトル内容は
以下の通りである。 
渡辺 一（大東文化大学）「須恵器生産と
記銘―箆記号を中心に―」：文字瓦生産以前
におこなわれていた須恵器生産における製
品への記銘について。 
大川原竜一（高志の国文学館）「生産と部
民（高志の国文学館）：須恵器生産と三輪部
との関わりついての文献史学からのコメン
トを中心に。 
垣中健志（東京大学大学院）「『浄清所解』
の基礎的研究」：文書の解釈と土器生産とジ
ェンダーが関わりについて。 
奥村茂輝（大阪府文化財センター）「官営
瓦工房と記銘―奈良山における瓦生産
― 」：瓦生産における無記銘と官司名記銘
の位置づけ。 
溝口優樹（國學院大学大学院）「大野寺土
塔出土の文字瓦」：在地で編成された工房で

の記銘。知識で造営に参加した記銘者と生産
との関わり。 
十川陽一（慶應義塾大学）「生産体制と記
銘」：生産の運営・監督する立場からみた、
製品への記銘。 
服部一隆（明治大学）「調庸布と記銘」：貢
納における製品への記銘。生産者と記銘者と
の関わり。 
亀谷弘明（早稲田大学）「荷札木簡と記
銘」：貢納に関連して木簡の記銘。 
矢越葉子（御茶の水女子大学大学院）「経
巻書写と記銘」：官営工房研究では必須の写
経事業おける記銘。 
山路直充（市立市川考古博物館）「文字瓦
からみた瓦屋」：瓦生産における記銘システ
ムについて。 
有富純也（東京大学）「文字記銘と東アジ
ア世界」：文字使用についての総論 
シンポジウムの内容は多岐にわたるが、生
産における製品への記銘が習書・落書以外は
製品と文字を対応させ、勘検する意味に捉え
ることは、意見が一致した。 
しかし、瓦生産と結びつきが強い須恵器生
産における箆記号については、焼成時のリス
ク回避のため記銘されたという見解が示さ
れ、文字瓦の労務管理による工人名記銘とは
異なっていた。 
  
ただし、今後の検討次第では、 
 
(8)まとめと今後の課題 
 文字瓦は、墨書土器、木簡、漆紙文書のよ
うに、製品に記銘することにより、意味を帯
びるのではなく、生産工程で記銘するものが
多数を占めることから、生産との結び付きが
強い。 
とくに、瓦生産を瓦生産における 4者（発
注者、経費負担者、製作者、納入先の寺院や
官衙の建立主体者）の関係が、地域社会の構
造を解明する上で有効な視点になることが
判明した。瓦が地域社会に受容されることで
おこる変化を文明化と捉え、生産に関わる 4
者の関係をモデル化して、古代地域社会の文
明化の過程を考察することが必要になろう。 
このためには、文字瓦データベースの拡充
は必要である。日本最多の出土量を誇る武蔵
国分寺関連の文字瓦は、4,600 点ほど（東京
都国分寺市教育委員会所蔵の武蔵国分寺跡
出土の 2,000 点、古代出雲文化センター所蔵
の平塚運一コレクションの資料 1,000 点、東
京都稲城市瓦谷戸窯跡出土の 300 点、埼玉県
入間市・狭山市東金子窯跡群出土の 300 点な
ど）未収録のままであり、今後の大きな課題
である。 
また、文字瓦は東アジアでは、中国北朝の
工人銘、百済の五方五部銘の文字瓦が著名で
あり、これらの文字瓦の成立と日本の文字瓦
の成立を比較検討することで、東アジアの地



域性が検討可能となる。 
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